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第3章

グローバル化 と政治的不安定性 フィジー諸島共和国二〇〇六年

クーデタ後の臨時政権の正当性 をめ ぐる闘争 を事例 として

丹羽典生

要 旨:

本稿 では、 グローバル化 と紛 争 な どの政治 的不安 定性 との関連 とい う視点か ら、フ

ィジー諸 島共和 国で もっ とも近年 に起 きた二 〇〇六年 の クーデ タ とその後の政治的展

開 と課題 を事例 と して考察す る。 フィジー は、一 九八七年 にオセアニア史上最初 のク

ーデ タが発生 してか ら政治的混乱 の絶 えない 国であ る
。 これ までの クーデ タが先住 民

民族主義 と親和性 の高 い政治 的主 張を掲 げていたのに対 して、二〇〇六年 のそれで は、

ガバ ナ ンス とい う市民主義的要求 を旗印 に したクーデ タ とい う意 味で、独特 な位 置づ

けにあ る。本稿 では、 クーデ タ発生か ら現在 まで、 目的 として 当初掲げていたガバナ

ンスの理念 を、臨時政権側 がいか なる政策 を通 じて実現 しよ うと してい るのか、反対

勢力 との折衝 、先住 系 フィジー人 の今 回のクーデ タに対す る意 見に も触れつつ分析 を

す る。 そ して、軍に よって決行 された二〇〇六年 のクーデ タ とその後の臨時政権 によ

る正 当化 の確執 に焦点 を当て るこ とを通 じて、言説 の上では広 義の グローバル化(近

代化路線)と 親 和性 が高い よ うにみ える二〇 〇六年 のクーデ タも、実践の水準で は違

った姿 がみ えて くる ことを指摘す る。

***

1.は じめ に

本稿 では、オセアニアにお けるグローバル化 とい う現象 に対 して、 グローバル化 と

政治 的不安 定性 との関連 とい う視点か ら考察す る ことを 目的 とす る。 よ り具体的事例

として、フ ィジー諸 島共和国で近年生起 したクーデ タ とい う政治的な問題の なかで、

ガバ ナ ンス とい う問題 が どの よ うに提起 され 、それ をめ ぐって どの よ うな過程 が巻 き

起 こされ たのか とい う観 点か ら分析す る。

グ ローバル化 の現象 をめ ぐって は、人文社会科学 のみな らず さま ざま な研究蓄積 が

生み 出 され てい る。 人類学 において も これ までの地域 特有 の文化 とい う考 え方 を批判

して、文化 の フロー と しての グローバル化 を とらえ よ うとい う視 点か ら理論構築 がな
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され てい る[ア パデ ュライ2004]。 それ以外 の移 民や グローバル化 の反動 としての宗教

復 興 な どの現象 に着 目 した グ ロー バル 化 の研 究 とな る と枚 挙 にい とまが な い[大 塚

2002]。 そ のなかで、オセ アニアにお けるグ ローバル化 とそれ に関連す る諸 問題 につい

て人類学 的見地か ら考察 を加 えた風 間計博 の論考 は本稿 に とって よき出発点 となる と

考 え られ る[風 間2009]。

風 間による と、これ までの研 究で漠然 とグ ローバル化 と して語 られた現象 は、「グ ロ

ーバル な近代化 」 と 「ポス ト近代的 なグローバル化 」のふ たつ に区分す るこ とができ

る とい う。前者 が、十五世紀の大航海時代 を基点 とす る歴 史的変化 を指 し、大文字 の

西洋近代 と重 ね られ ることが多い 国民 国家 、資本 主義 、民主主義、科学的認識論 な ど

の諸制度 に帰結 したグ ローバル化 と定義 できる(広 義 の グローバル化)。 それ に対 して

後者 は、二十世紀後 半 を出発 点 とす る、情報通信技術 の爆発 的革新 と経済的 には新 自

由主義的経済 の進展 と平行 して生み 出 され た現象 とされ る(狭 義の グローバル化)。 前

者 が ウォー ラーステイ ンの世界 システ ム論 にみ られ るよ うに 中心 ・半周辺 ・周辺 とし

て階層化 され た世 界秩 序 を生み 出 した の と対照 的に、後者 は ヒ ト ・モ ノ ・情報 の トラ

ン スナ シ ョナル な移 動 に よ り非構 造 的 な錯 綜 状 況 を生 み だ して い る とい う[風 間

2009]。 注意 が必 要なのは、前者 の グローバル化 に後者 が取 って代 わった訳 ではな く、

十五世紀以 降の歴 史の流れ に二十世紀後半以 降の変化 が重 な り合 うこ とで、単一 の現

象 として語 られ がちな グローバル化の複雑性 を読 み解 くことが可能にな るこ とであろ

う。

以上 の よ うに整理 す ると、オセ アニ アにお けるグ ローバル化 を考察す る際 の視角 と

して重要 なのは、広 義の グローバル化で ある西洋近代発 の国家体制が根付 く前 に、第

二 の近代化 の波 に さ らされ る とい う二重 の事態 が起 きてい るとい う点で ある。政治 的

問題 につ いて も、第二の グローバル化 は、 国民 国家体制 の再編 を通 じて冷戦後 に生起

している世界各 地の地域紛争 な どと関連 してい る とされ るが、オセアニア も決 してそ

の例外 ではない[cf.風 間2009]。 い うまで もな く、近代性 を十全 に達成 してい ない と

い う認識 は、オセアニア に限 らず 、第三世界の諸国は も とよ り、「未完 のプ ロジェク ト

としての近代 」 とい う視 点が ドイ ツの哲学者ユル ゲン ・ハ ーバ ーマスか ら提起 され た

こ とか らも伺 えるよ うに[ハ ーバーマス2000]、 近代 的諸制度 の発端 の地 とされ る ヨー

ロ ッパ諸 国の問に さえ程 度の違い はあれ存在 している。 オセ アニア地域の特徴 は、 グ

ローバル化 にまつわ るそ うした一般的 な問題 が、地域 的特色 も相 まって よ り極端 なか

たちで現 出 してい るこ とに ある とい えるだ ろ う。 た とえば、オセアニア諸国が独立期

を迎 えるのは一 九六〇年 代 も後半 になってか らであ る。 また国民国家の規模 の問題 を

考 えてみ て も、オセアニア諸国の ほ とん どが、人 口規模 が百万に満 たない国家 の範疇

に該 当 してい る[田 中2007:7-11]。

い わば、国民国家をは じめ とす る近代的制度 を 自前 で運営す るとい う歴 史的経験 が
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十全 に果 た され る前に脱近代的 な歴史 の潮流 に押 し流 され てい るわ けで ある。 のみ な

らず天然資源や 人 口な ど国家の近代的制度 の土台に関わ る点に本 質的な脆弱性 を抱 え

る とい う条件 の下で、ポス ト近代 のグローバル化 の荒波 に巻 き込まれたオセ アニ ア こ

そ 、グ ローバル化 に伴 う諸問題 が もっ とも先鋭 な形 で現出 してい る地域で ある といえ

よ う。

本稿 では、ふたつの グローバル化の波 に さらされ たオセ アニアにおいて産み 出 され

た政治 的不安 定性 の問題 に焦点 を当てて議論 していきたい。 具体的事例 として は、フ

ィジーにお け る二〇〇六年の クーデ タ とそ の後 の臨時政権 に よる正 当化の確執 を取 り

上 げる。 フ ィジーは一九八七年 にオセ アニア史上最初 の クーデ タが発 生 してか ら政治

的混乱 の絶 えない国であ る。二節で は、 こ うした政変 の絶 えない フィジー におい て、

このクーデ タがガバナ ンス を掲 げた クーデ タ とい う意 味で、独 特な位 置づ けにある こ

とを示す。 三節 で、 クーデ タ発生後 四年 たった現在 まで、当初 にクーデ タの 目的 とし

て掲 げたガバ ナ ンスの理念 を、臨時政権側 がいかな る政策 を通 じて実現 しよ うとして

い るのかにつ いて、反 対勢力 との折衝 に も触れつつ記述 ・分析 をす る。ついで、 四節

にお いて、先住 系 フィジー人の今 回の クーデ タに対す る意 見について考察 してい く。

以上 を通 じて、言説 の上で は広義 のグローバル化 と親 和性 が高い よ うにみ える二〇 〇

六年 のクーデ タも、実践 の水準 では違 った姿がみ えて くる ことを指摘す る。

2.フ ィジー のクーデ タ史か らみ る二〇〇六年の特徴

2-1フ ィジー のクーデ タに関す る研 究史

二〇〇六年 の クーデ タ以降の展 開に関す る具体 的な分析 に入 る前に、 これ まで のフ

ィジーのクーデ タの歴 史 に位 置づ け、次項 で今 回の史上四度 目に当た る二〇〇六年 ク

ーデ タの特質 について提示 してお く。 フィジー では、一九八七年 五月、 同年九月 、二

〇 〇〇年 五 月にクーデ タが起 きてい る(1)(本 稿 で 「これまで のクーデ タ」 と記述す る

際は特 に この三 回のクーデ タを指 している)。 そ のいずれ もが、以下の二点の要因があ

る と分析 され てきた。

まず 、フ ィジーに内在す る民族 間対立 の問題 であ る。一 九世紀末に大英帝 国の政策

によって導入 され たイ ン ド人労働 者 は、サ トウキ ビ産 業の従 事者 として確た る経済 的

地歩 を固め るのみな らず、一九五〇年代 にはフィジーの総人 口の五〇パーセ ン ト以上

を 占め るな ど政 治的に も影 響力 をもつ存在 と目され ていた。対 して先住系 フィジー人

は先住民保護政策 の結果 、国土の八三パーセ ン ト以上の土地所有権 を確保 した ものの、

大多数 がサブシステ ンスな経済水準 に とどまっていた。独 立(一 九七〇年)以 降 も、

先住 民 と移 民の末喬 のイ ン ド人 とのこ うした政治経 済的な利 害対立の調整 は、重要 な

課題 とされ てきている[丹 羽2005,2010a]。
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これ までの クーデ タにおいて も、 こ うした二大 民族 の対 立が原 因 とな って 引き起 こ

され た側 面 こ とに 自国 内で従 属的 な地位 に置 かれ るこ とを恐 れた先住 系 フィジー

人ナ シ ョナ リズムの側面 は、明 白に読み取 るこ とがで きる[e.g.Scarr1988]。 クー

デ タが起 きたのはいずれ もイ ン ド人が支配 的 とされ る政権 が誕 生 した時で ある し、ク

ーデ タ実行者 は
、つねに フィジー人(以 下 、断 りがない限 り、 フィジー人 とは先住 系

を指す)に よるフ ィジーの支配 とフィジー人 の経済 的生活水 準の向上への配慮 を唱 え

ていた。 また、フ ィジー人の あいだで強い影響力 を もってい る公 的組織や機 関(メ ソ

デ ィス ト教会(2)、大首長会議(GCC:GreatCouncilofChiefs)(3)、 フィジー軍(4)など)

もクーデ タを支持 してい るこ とは注 目に値す る。 クーデタ実行者 お よび クーデ タの支

持者 は、つね に民主主義 は 「外来種 の花」で あ り[Larmour2005]、 フ ィジーの土地に

はな じまない と主 張 してきた。

一方
、以上 の よ うな民族的 な要因 を認 めつつ も、クーデ タの起きた背景 として階級

的な側面 に注意 を呼び かける論者 もいる[cf.RobertsonandTamanisau1988]。 彼 らは、

一 九七〇年 の独 立を経て
、近代化、都市化 が加速 的に進展 してい るフィジー におい て

は、民族 間の差 異 よ りも、民族 を横断す る よ うな経 済的な格 差の影 響が大 き くなって

きてい ると指摘す る。 また、経済 開発 に乗 り遅れ た貧 しい フィジー人 と経済的 に裕福

なイ ン ド人 とい う対立的なイ メー ジは統計 的なデ ータに基づ いた事実で ない と指摘 し、

民族 を横 断す る経 済的格差や利 害 関心 の多様化 に着 目す る。 事実、一九八七年 の総選

挙 で争 った二大政党の対立 は、経済的 な階級 間の争 い と読 み替 えるこ とが可能 な側面

もある。 た とえば、勝利 を収 めたフィジー 労働党(FijiLabourParty)は 、当時成長

しつつ あった都 市 中間層、ホ ワイ トカ ラーそ して労働組合(い ずれ も多様 な民族 に よ

って構成 され ていた)の 支持 を得た政党で あった し、敗 北 した同盟 党(AllianceParty)

は農村部 で生活す る保守 的傾 向の強 いフィジー人 を中心的支持母体 としていた。

先 ほ どのグ ローバル化 に関す る議論 に引きつ けてま とめ ると、 これまでの フィジー

のクーデ タはいず れ も冷戦後の世界の再編 とい う歴 史的社会 的状況にお ける民族対 立

の激化 とい う、一九世紀後半の ポス ト近代 的なグ ローバル化 を時代背景 として起 きて

いる紛争 の一例 とい える。一方で、 クーデ タのス ローガ ン自体は、 グローバル化(広

義 の方)の 帰結 であ る民主主義 とい う政治制度 にはな じまない、 フィジー文化 の尊重

を対置 して訴 えてい る とい う特徴 があった。つ ま り西洋近代 的諸制度が グローバル化

す る過程 で、民主主義 とい う制度 も、普遍 的規範 であ るかの よ うに フィジー に導入 さ

れ た現実 があ り、それに対 して民主主義 にな じまないフ ィジーの特殊 個別的 な伝統文

化(首 長制度 な ど)が 保 守 され るべ き対象 として もちだ され て きたので ある。い わば

これ までの クーデ タは、普遍 に対す る個別 の保持 とい う意 味で、反 グローバル運動 と

しての側面 を有 していた といえ よ う。
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2-2二 〇〇六年 クーデ タ初期 の特色

本稿 の対象 であ るクーデ タは、二〇〇六年一二月 に軍の司令 官 ヴォ レンゲ ・バイ ニ

マ ラマ(V6reqeBainimarama)に よって起 こされ た。 フィジー軍が これ まで のクー

デ タの反省 か らフ ィジー人ナ シ ョナ リズムに厳格 な態度 で挑 んでいたの に対 して 、追

放 され た政権 の首相 ライセ ニア ・ガラセ(LaiseniaQarase)は 、フ ィジー人第 一の政

党SDL(SoqosoqoDuavataniLewenivanua:統 一 フィジー党)の 党 首 としてフ ィジ

ー人 ナシ ョナ リズムの勢力 と結託 した政権運営 を二〇〇〇年 クーデ タの直後か ら行 っ

ていた。 そ うしたガ ラセの政権 の舵取 りに、バイ ニマ ラマは以前か ら批判的で、両者

は一触即発状態 にあった。二〇〇六年 クーデ タは、二〇〇六年 の総選挙で フィジー人

か らの熱烈 な支持 の も と再選 されたガ ラセ政権 がバ イニマ ラマ率い る軍部 との交渉 に

失敗 した ことに端 を発 してい る。 この クーデ タ以 降現在 まで、 フィジー は先 の軍 の司

令官バイ ニマ ラマ を首相 としていただ く臨時政権の も とにお かれ てい る[丹 羽2010b]。

つ ま り二〇〇六年 クーデ タに よって成 立 した臨時政権 は事 実上の軍事政権 である。

二 〇 〇 六 年 クー デ タ の初 期 の 特 質 に 関す る研 究 も次 第 に産 み 出 され て い る

[FraenkelandFirth2007;Fraenke1,FirthandLa12009]。 クーデ タ初期 の特徴 に関

す る先行研究 を参照 しつつ、今回 のクーデ タに顕著 な特色 を分析 してみ る と、前節 で

触 れ た フ ィ ジ ー の歴 代 の そ れ と対 照 的 な 特 質 を も って い る こ とが 分 か る[丹 羽

2010b](5)。 今 回の クーデ タはフ ィジー人 に よるナ シ ョナ リズム的要素(先 住民 として

の権利 の強調す る側 面)が 希薄で、む しろそ うした側 面に対 して批判的で あるこ と。

そ してフ ィジーに住 むすべての民族の平等性 を訴 えてい ることであ る。実際、後 に臨

時政権 の首相 に上 り詰 めたバイニマ ラマ は、クーデ タの 目的 と して政治腐敗 の一掃 、

つ ま りはガバナ ンスを掲 げてい た し、後 には、「フィジー を近代化(modernisingFiji)

す る こと」 とまで語 っている[FijiLive9/17/2009]。

彼 の立 ち位置 は、別 言すれ ば、 これ まで のクーデ タ とは異 な り伝 統擁護 な らぬ近代

化 を推奨す る立場 にあ るとい えよ う。オセ アニアにおけ るガバナ ンス に関す る論者 の

中には、オセ アニアには西洋 とは異 なる独 自のガバ ナ ンスのあ り方が ある と提起す る

人 も存在 しているが[小 柏2008:64]、 バイ ニマ ラマは、組織運 営におけ る透 明性や説

明責任 を高め るとい う通常の意味でのガバナ ンスを提 唱 してい る。 いわ ばグローバル

化(広 義 の)に よ りそ うかた ちで フィジー の近代 的改革 を押 し進 め よ うとしてい る も

のである とい えよ う[cf.Fraenke12010:416]。 この点は、 これ までの クーデ タの論理

は もとよ り、彼が追放 したSDLを 中心 とす る政権 がフィジー人 ナシ ョナ リス トの主張

と手 を携 え、伝統 の保守 を唱 えていた ことと対照 的である。

クーデ タ後 に、選 挙の洗礼 を経 るこ とな くバイ ニマラマ主導の も と組 閣 された 臨時

内閣は、イ ン ド人政党 のフィジー労働党(6)二 〇〇六年選挙 においてSDLに ついで

多 くの議席 を獲得 していた 、及 び国民同盟党(NationalAllianceParty)(7)二
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○ 〇六年選挙 では一議席 も獲 得す るこ とができなか った のメ ンバー を主要 閣僚 と

して招 き寄せ ることに成功 し、 さま ざまな改革 に着 手 していった。 その際、臨時政権

が、クーデ タの際に掲 げた理念 を実現す るために起草 したのが、人民憲章(People's

CharterforChangeandProgress)と 呼ばれ る改革 の方 向性 を示す文書 であった。

ただ し、クーデタ とい う武 力 を背景 に成立 した臨時政権 の正 当性 の基盤 は、 当初 か

ら不安定 であった。国内では、SDLか ら臨時政権 の違憲性 をめ ぐる訴訟 が起 こされ て

お り、臨時政権 の先行 き自体が不透明で あった。 国際社会 か らの クーデ タへ の批判 の

声 は強 く、臨時政権側 も妥協 を示 して、二〇 〇九年 内に総選挙 を開催 す るべ しとい う

欧州連合 か らの要請 を受 け入 れて、将来的 な政治 的秩序 の回復 を図 るも くろみ であっ

た(8)。

そのため、臨時政権 に とって は、 クーデ タの理念 を実現す るために人民憲章 の作成

を打 ち出す と同時に、 クーデ タによって必然 的に生み出 され た敵対勢力 と折衝す る と

い うふ たつ の側 面か らの対応 が求 め られ た。具体 的には、改革路線 の裏面 として 、反

対勢力へ の時には暴力の行使 を辞 さない軍 による介入 を行 い、非常事態令 を盾 とした

集会 の 自由の禁止や メデ ィアへ の検閲 を課す ことで、臨時政権 は政権批判 を封 じ込 め

る策 にでた。 そ して臨時政権 と反対勢力 の角逐 には、国際社会 か らの影 響が暗 に陽に

関わってい る。

本稿 では、以上の三者(臨 時政権、反対勢力 、国際社会)の 関係 のなかで、臨時政

権 の立ち位置 が どの よ うに形成 され、理念 と実践 の齪齪 を産 み出 し、そ うした なかで

フィジー人 の要 求が ど う水路づ け られた のかを考察 してい く。先行研 究で は二〇〇 六

年 クーデ タの初期 の特質 に研 究 の紙幅 が もっぱ ら割 かれ 、 フィジー人 自身 のクーデ タ

に対す る見解 について もあま り言及 され てい ないので、本稿 ではそ うした点 に関す る

記述 ・分析 をまず行 いたい。そ の うえで、 グローバル化 と政 治的不安定性 とい う視角

か ら、二〇〇六年 のクーデ タの展 開を事例 にみえて くる点 を呈示 したい。

次節 では臨時政権 による正 当性 をめ ぐる闘争 につ いて、二〇〇七年以降か ら着 目し、

こ とに二〇〇九年 四月の一九九七年憲法 の破棄 に伴 う転換 点に焦点 を当てて検討 して

い く。

3.ガ バナ ンス ・クーデタの進展一 臨時政権 の理念 と正当性 をめ ぐる闘争

3・1人 民憲章 の制定 と二〇〇九年 の選挙 に向けた動 き

ガバナ ンス とい う目標 を掲 げて武力 に よる政権転覆 をはか った軍が、臨時政権 を樹

立 した後 に行 った活 動についてみてい きたい。 クーデ タ側 の理念 として打 ち出 され た

のが人 民憲章で ある。 フ ィジーの再生 に向けた基本 方針 を記 した文書 となるべ く(9)、

二 〇〇七年一 〇.月一〇 日、 フィジーの独立記念 日に合 わせ て、人民憲章の作成 に向け
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た活動 が大統領(10)の手に よ り公式 に打 ち出 され た[FijiLive10/10/2007;FijiTimes

10/10/2007]。 また、人民憲章 を通 じて、フィジー に宿痢 としてあ るクーデ タ文化 を一

掃す る ことが 目的 とされ た。その位 置づ けは、現行憲法 に とってかわ るものではな く、

あ くまでそれ を補 うもの とされ ていた(11)[Yabaki2009]。

特筆すべ き点は、カ トリック大司教 のペテ ロ ・マ タザ(PeteroMataca)を 、人 民

憲 章 の作 成 過程 にお け る議 長 の役 と して 招聰 す る こ とに成 功 した こ とで あ る[Lal

2008:2]。 彼 は、メ ソデ ィス トに次 ぐフィジー人第 二のキ リス ト教勢力 であるカ トリッ

ク教会 の代表者 と して強い影 響力 をもってい た。 同時に、 これ までの クーデ タに対す

る厳 しい批判者 と して も知 られてお り、そ うした彼 の加入 は、臨時政権の活動 の透 明

性 を説得的 にす るのに一 定程度貢献 した(12)。

一 一 月一 二 日には
、人 民 憲 章 の作 成 作業 の活動 母 体 で あ るNCBBF(National

CouncilBuildingBetterFiji:よ りよきフ ィジー建設 のための国民議会)へ 参加 の呼

び かけがな され[FijiTimes1111712007]、 それ に対 して、各界 の代表者 四五名 か らの反

応 が得 られ た(13)。この会議 を通 じて、フ ィジー の直面す る問題 点を全 国的な協議 を通

じて析 出す る と同時に、フィジーの将来進 むべ き道筋 を明確 化す るこ とが 目指 された。

ただ しそ の過程 が順調 に進 んでいったわけではない。二〇〇八年 一月 には、NCBBF

の第一 回会合 が開催 された もの の、 当初参加 の意志 を示 していた団体か らも辞退す る

ものが あ らわわれ た(14)。こ とに、SDL、 メ ソデ ィス ト教会 、 フィジー人教職 員組合

(FijianTeachersAssociation)な ど、 フィジー人が 中心的母体 とな ってい る組織一

別言すれ ば、軍に よって追放 された政権 と多 かれ少 なかれ密接 な関係 をもってい た層

は、 ことごとくNCBBFの 活動 を批判 していた[La12008:4]。

反対勢力 に囲まれなが らも何度かの会合 を経 た うえで、二〇〇八年八月 に人民憲章

の草稿 が公表 され た。 草稿 は包括的 な内容 で、持続 可能 な民主主義、共通のナ シ ョナ

ル ・アイデ ンテ ィテ ィ、 リー ダー シ ップの問題 、貧 困の削減 か ら経済発展 まで含 まれ

ていた。 クーデ タ後の政治的秩序 の回復 とよ り深 く関わ る点 と しては、選挙制度 の改

革 も提 唱 され てい た[NationalCouncilforBuildingaBetterFiji2008;Fraenke1

2009337-339]0

以上 の よ うな不協和音状態で あった とはい え、人 民憲 章の内容 は少な くとも臨時政

権 が抱 くクーデ タ後の政治的秩序復帰へ の意志 とヴィジ ョンを示 していた。そ して、

フィジー の政党 を広 く招 いた大統領 フォー ラム(PresidentialForum)と い う話 し合

い の場 を設 けるな ど実際 的な動 き も起 こ していた。 大統領 フォー ラムに は、英連 邦

(Commonwealth)と 国連 か らの関与 もあ り、一 四の政 党のメンバー が集 まる ことに

成功 し一 重要な ことには、SDLも 参加 していた一 、一〇月二七 日には、第 一回 目の

会合 が もたれ た[FijiLive10/27/2008]。 こ うした会合 が もたれ たのは、 クーデ タ後初

の ことで、臨時政権 にっ ねに敵対 していたSDLも 好意的 に評価 していた[FijiTimes
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10/16/2008FijiLive10/27/2008]0

以上 の よ うな政 治的秩 序の復帰 に向けた 明るい見通 しに後押 しされたのか、総選挙

を見据 えた活動 も活性 化 した。た とえば、既存 の政 党の動 き も活発 化 した し、それ ら

に批判 的な政治 的影 響力の ある人物か らは新党 を結成す る動 きがみ られた。代表的 な

例 と しては、 フ ィジー労働 党 の創設 期 か らのメ ンバ ーで あ った ク リシ ュナ ・ダ ッ ト

(KrishnaDatt)(15)と[FijiLive8!2112008;FijiLive11/2/2008]、 臨時政権 で一 時期

観 光 大 臣 を 務 め た ベ ル ナ ン デ ッ タ ・ラ ウ ン ズ=ガ ニ ラ ウ(Bernadette

Rounds-Ganilau)が あげ られ る[FijiLive111312008]。

ただ し、彼 ら新設 の政 党を含 めた各政 党の足 並みがそ ろ うことはな く、こ とにSDL

は、当初 こそ期待 をいただいていた よ うであったが、す ぐに大統領 フォー ラムに否定

的 となった。理 由 と して、会合 に実質的 な対話 が不足 してい ること、結党 して 間もな

いものまで含 めて大小一 四もの党が参加 してお り、それ らと発 言権 を同 じくされ る こ

とに大政党 として不満 があった とされ る[FijiLive10/30/2008]。

それ以外 の理 由 として、SDLは 、人 民憲 章の活動 自体 が違憲 であ ると訴訟 を起 こし

ていたた め[FijiTimes911112008;FijiLive9/14/2008;FijiLive101812008]、 た とえ 口

実 としてではあれ 、臨時政権の存在 に正 当性 を与 え るよ うな行動 には乗 り出 さなかっ

た ことが あげ られ る。 また、二〇〇 六年 の クーデ タで追放 され た元教育 大臣SDL

の主要 メンバー で、東 部の大首長 と して強い影 響力 もつ人物で もある一 の見解 に代表

され るよ うに、臨時政権 の近代志 向 とは裏腹 の フィジー人の伝 統的制度(首 長制な ど)

に対す る否定 的な態度へ の反発 が強 くあ り[FijiLive11!10!2008]、 人 民憲 章の諮 問過

程 自体 を 「無駄」 と考 える人 々 もいた[FijiTimes8!14!2008]。 こ うした要 因が、臨時

政権 と敵対勢力 の友好 的な交渉 を妨 げてい た といえ る。彼 らさま ざまなア クター の思

惑 の中で、結果 と して、臨時政権側 は妥協す る ことな く、大統領 フォー ラムに批判 的

な四政党 を話 し合 いか ら外す とい うよ り強硬 な手段 に訴 えた(16)[FijiTimes41912009]。

ただ し、 この時点では、臨時政権側が強 引にイ ニシアテ ィヴをとっていた ものの、批

判勢力共 々対峙 しなが ら、二〇 〇九年 の選挙 に向けて動 いていた といえ る。

3-2一 九 九七年憲法 の破棄 か らロー ドマ ップの提 唱

人 民憲章 を通 じてみずか らのア ジェンダを広 める臨時政権 が軸 とな り、それ に対 立

す る勢力 との交渉 が行 われ る とい うかたちで、フィジーの人々は選挙 に向か っていた。

情勢 が一挙 に転換 す るのは、二〇〇九年 四月 九 日の控訴判決 が下 されてか らで ある。

この判決 に よって、 これまでか ろ うじて保 たれ ていた臨時政権 の正 当性 は完全 に否定

され る こととなった。

経緯 を さかのぼ ると、そ もそ も二〇〇六年一二月 のクーデ タ以降臨時政権 の正 当性

は、二〇〇八年 一〇月 九 日の高裁 の判 決 に よって法的 に担保 され ていた。 同判決 で、
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「国家 の安 定性 が危機 に さ らされてい る」 とい う 「例外 的な状 況が存在 していた」 こ

とを理 由 として、 クーデ タを受 けて大統領 が行 った二〇〇七年 の臨時政権の任 命 とそ

の後 の大 統 領令(decree)に よ る支 配 は、合 法 で あ る と判 断 され て い た ので あ る

[Fraenke12009:192]。 ところが、判決 を受 けた後SDLに よって上告 され た この案件

は、控訴審 で覆 された。 控訴審 の判決 による と、大統領 の権 限は一九九七年憲法 の も

と明確 に限定 され てい ると確認 され、先 の判決 を覆 し、臨時政権 の正 当性 は最終的 に

否定 され る こととなった[Fraenkel2010:421]。

さらに、控訴審判決 では政治的秩序 の再編 につ いて も言及 された、それ による と、

大統領 に よって、 中立的な首相が暫定的 な役割 として任命 され 、その首相が議会 を解

散す る とい う手順 を経た うえで、 出直 し選挙 が実施 され ることとなった。 ここで 中立

的 とい うのは、二〇〇六年 クーデ タ時 の首相 であったガ ラセは もちろんの こ と、 臨時

政権首相 のバイ ニマ ラマ の どち らも、暫定 首相 となれ ない ことを含意 した。

フィジー におけ るこれまでの クーデ タの特徴 として裁判 の判決 をクーデ タ側 が遵守

す る とい う特異 な点 があったが、バ イニマ ラマは別 の判 断を下 した(17)。控訴審 の判決

が下 され た翌 日四月一〇 日、大統領 は一九九七年憲法 を廃棄 して、新た な法的秩序 を

形成す る手 にでた。 また、 これ まで国際的 にも問題 の焦点に されて きた総選挙 の開催

時期 を二〇一 四年 にまで先延 ば しに した。 さらに、大統領 は、バイニマ ラマ首相及び

閣僚 を再 度 任 命 す る と とも に、集 会 や 報道 の 自由 を制 限す る非 常事 態 令(public

emergencyregulations)を 発令 したのであ る。

二〇〇九年 四.月の憲法破 棄の結果、それ までは曲が りな りに も継 続 されていた政党

間の意見調整 の場 であ る大統領 フォー ラムは棚上 げに され た。 以降 フィジー の政治 的

動 向は、二〇〇九年 六月 にバイニマ ラマ が臨時政権 の首相 と して発 した ロー ドマ ップ

に受 け継 がれ ることとな った。臨時政権 の新 たな指針 た るロー ドマ ップで は、 グロー

バル経済 の悪化 の影 響 を受 けた フィジー経済 の立て直 しを今後 三年 間の優先事項 とす

る こと。総選挙 は二〇一 四年 に開催予定 として、その前年 まで に新たな憲法 を策定す

る こと。新憲法 は人民憲章 の勧告 を得 る ことが明言 され た[Bainimarama2009]。 っま

りは、国内の政 治的諸勢力 との交渉が必要 な政治 的秩序 の回復 は先延 ば しに して、 国

際社会 か らの要請 も袖 に して、経済 問題 に集 中す ると宣言 したのであ る。

3・3憲 法破棄以 降の反対勢力 との交渉

二〇〇九年 四月一〇 日の一九九七年憲法 の破棄 と、臨時政権 の再任 、非常事態令 の

発令 とい う一連 の動 きは、 フィジー国 内に も甚大 な影響 を与 えた。 これまで臨時政権

に押 さえ込 まれ ていた とはい え、 まが りな りに も政府批判 は、多種多様 なメデ ィア等

を通 じてな され ていた。 ところが憲法 が破棄 され て以降、イ ンターネ ッ トの反政府 系

プログに掲載 され る、場合 に よっては事 実関係 の確 定の難 しい情報以外(18)、ことにフ
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イジー 国内か らの政府 に対す る批判 的な言辞 ・報道 は、あま り目につ かな くなる。

臨時政権 に よる批判勢力 の封 じ込 めつ いてみてみ ると、政治家 たち、こ とにSDL関

係者 につ いてはそれ以前 か ら徹底 して攻撃 されていた が[丹 羽2010b]、 この時期 にな

る と変化 がみ られ た。 二〇〇六年 クーデ タに対 して好意 的なス タンス を示 してい たフ

ィジー労働党 も臨時政権 か ら距離 を置 くよ うになったのであ る(19)。二 〇〇八年 八月 に

は臨時政権 か らす でに離脱 していた ものの、フィジー労働 党は依 然 としてそれ ほ ど激

しい政府批判 を行 ってはい なか った。 ところが、二〇〇九年 二月にな る と、 フィジー

労働党 の党 首 と臨時政権首相 とのあいだ では、貧 困対策や サ トウキ ビ産業の再生案 に

関す る政策上 の対立 が表 面化 している[Fraenkel2010:417-418]。 八.月には、フ ィジー

労働党 の党首 は、仇敵で あったSDL党 首ガラセ との連名 で臨時政権 を諌 め る手紙 まで

提 出 してい る[QaraseandChaudhry2009](20)。 臨時政権 が段階的 に孤立化す る状況、

あるいは逆 の方 向か らみ る と、一方 的に 自己の 目的を追求 してい く様 が伺 え よ う。

国内メデ ィアへの統制は よ りい っそ う徹底 して行 われ るよ うにな り、各 メデ ィアに

は警 察官 や 情報 省 か らの官 吏 が派遣 され て 、 出版 報 道 の内容 が 事前 に検 閲 され た

[Yabaki2009]。 以 降、政治的問題 と関係 す る報道 自体が極端 に少 な くなった。 さらに

二 〇一〇年 には、メデ ィア産業 開発法令(MediaIndustryDevelopmentDecree)が

発せ られ た ことに伴 い、国 内メデ ィア の株式 は九〇パ ーセ ン トが国内で所持 され るべ

きである とされ た[FijiLive612812010]。 国内最 大規模 の新 聞社 であった フィジー ・タ

イ ムズ社 は、オース トラ リア資本 のニ ュー ス会社 に所有 され ていた こ ともあ り、ロー

カル資本 のイ ン ド系企業 が買 い取 ることになるな ど[RadioAustralia9!15!2010]、 臨時

政権 は、報道体制 の経済 的基盤 にまで介入 した。

さらに宗教 関係者 に も統制が及び、二〇〇 九年 には、非 常事態令 による集会 の制 限

に伴 い、メ ソデ ィス ト教会 が主催 してい るフィジー会議(BosekoViti)の 開催 が、一

定期 間見合 され るこ ととな った。 フィジー会議 は、毎年 八月 にフィジー各地 のメ ソデ

ィス トが一 同に会 し、教会の運営基金 の寄付 を募 った り、合 唱 コンクール な どがあわ

せ て行 われ た行 事であ った。臨時政権 は、一 九八 七年 、二〇〇〇年の クーデ タを支持

してきたメ ソデ ィス ト教会 自体 にそ もそ も批判 的で、両者 は以前 よ り対 立 していた(21)。

こ とに この年 は、 レワ(Rewa)地 方 ロマニ コロ(Lomanikoro)が フィジー会議 を主

催す る村落 で、同地の首長がSDLの 主要 なメンバー であった ことも問題 を複雑 に した

(22)
0

こ うして政治 家、メデ ィア、教会 関係者 にいっそ うの統制 がかか るよ うになった。

臨時政権 内部 に も重要な変更が な された。大統領 は、二〇〇六年 一二月の クーデ タの

始 まった当初 か ら、当時八八歳 の老齢 と病弱 のため、 どこまで彼 の意志 と判断で行動

してい るのか疑 問視 されていた存在で あった。 その大統領 が、二〇一〇年七月三〇 日

に突如 引退 し[FijiTimes7/29/2009]、 後任 には、ラ トゥ・エペ リ・ナイ ラテ ィカ ウ(Ratu
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EpeliNailatikau)が 、審議 を経 る ことな く臨時政権 の意 向で、任命 され たのである[Fiji

Times111612009]。 そ もそ も臨時政権 は、二 〇〇九年 四月一七 日に、公式的 な手続 き

を経 る ことな くラ トゥ ・エペ リ ・ナイ ラテ ィカ ウを一方 的に副大統領 に任 命 してお り

[FijiTimes411812009]、 この時点 で臨時政権側 は大統領 の地位 を掌握す るための用意

を行 っていた と思われ る。 ラ トゥ ・エペ リは一 九八七年 の クーデ タが起 きた際 に軍 の

司令官 で、同時代 的に一 九八七年 のクーデ タを批判 したのみな らず[Scarr1988:55]、

これ までのクーデ タに も批判 的な人物 で、タイ レヴ(Tailevu)出 身 の同郷者 とい うこ

ともあ り、バ イニマ ラマが親 衆す る存在 として知 られ てい る。 こ うして、首相 、大統

領 といった国内の トップは完全 に臨時政権 の意 向に左右 され る もの となった。

臨時政権 に批判 的であ ったの は、何 も国内の勢力 ばか りではない。今回の クーデ タ

に対 しては、当初 か ら友好的 とは言い難 かった国際社会 も憲 法の破 棄 を期 に決定的 に

態度 を硬化 させ た。 クーデ タ直後 こそ、 臨時政権側 も選挙 時期 に関す る海外諸 国か ら

の要請(二 〇〇九年 に開催)に 歩み寄 るな ど国際社会 に対 して譲 歩す る姿勢 もみせ て

い たが、その後 の政権 運営の 中で、バイ ニマ ラマ 自身 の選挙 開催 時期 に関 して態度 に

ゆれ があった。翌年3月 予定 の選挙 開催 スケジュール を見越 して、太 平洋諸 島フォー

ラム(ThePacificIslandsForum)は 二〇〇八年三月 にフィジーに対 して最後通牒 を

出 してい たが[FijiLive8/21/2008]、 二〇〇八年 七月には、二〇〇九年 に総選挙 は実現

不可能 とバイ ニマ ラマ は、はや くも明言 していた[FijiTimes711812008]。 こ うした一

連 の流れ においてみ る と、二〇〇九年 四月 の憲法破棄後 にな されたバイニマ ラマ によ

る二 〇一 四年 まで選 挙開催 時期 を延期す る声 明は、国際社会 との信 頼関係 を無碍 にす

るこ とを顧みず発表 され ていた といえ よ う。

実 際、総選 挙開催 の約 束が空手形で あるこ とが明 白 とな る と、二〇〇九年五 月二 日、

太平洋諸 島フォー ラムか ら参加 の一部停止 の処分 を受 けた[FijiTimes51312009;Daily

Post51412009]。 さらに、二 〇〇九年 九月一 日には英連邦 のメンバー シ ップが完全 に停

止 二〇〇六年一二月八 日か ら英連 邦会議 への参加 停止で はあった され るこ とと

なった[FijiLive9/2/2009;RadioAustralia91312009]。 事態 を重 くとらえた英連 邦の

外交特使 が、メ ンバーシ ップ停止直後 にフィジー を訪 問 して、バイニマ ラマ に翻意 を

促 し、大統領 フォー ラムの継 続 と早期選挙 の開催 を訴 えたが、成 功 しなか った。 のみ

な らず 、臨時政権は、政権 に批判 的な 旧与 野党両者(SDLと フィジー労働 党)が 外 交

特使 と面会す るこ とを禁 じてまでいる[FijiLive9/10/2009;Fraenkel2010:429]。 国

内的に も国際的に も臨時政権 は孤立の度合い を進 めていた とい えるが、そ うした なか

で も臨時政権 はあ くまで強硬 な姿勢 を崩 していない といえる。

4.臨 時政権の孤立化 とフィジー人の諦念 としての受容
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以上 にお いて、事実上の軍事政権で ある臨時政府 が国内政 治 を掌握 す る過程 と、国

際社会 との関係悪化 な どについて記述 ・分析 してきた。本節 では、そ こか らみて とる

こ とができる国内の変化 と、フィジー人 の動 きにつ いて考察す る。

4・1理 念 と実践 の乖離一 国 内外で の臨時政権 の孤立化

軍 の司令官バ イニマ ラマが二〇〇六年一二月 にクーデタを起 こ した際 には、そ の主

たる 目的にガバ ナ ンス を掲 げていた。 また、武力 に よる政権 の転覆 とい うクーデ タの

性質上矛盾 した ことであ る とい え、一九九七年憲法 の保持 を唱 えていた。 こ うしたバ

イ ニマラマ の理念 に、国内の りベ ラル な勢力 を引きつ け る効果 があった こ とは容易 に

み て とれ る。 また、 クーデ タ直後 の二〇〇七年 頃であれ ば、看護 師、教職員 をは じめ

とす る組合 のス トも容認 されていた し、追放 され た側 の与野党の政治家 を中心 とす る

臨時政権 に対す る反 対勢力 は比較的 自由に言論活動 を行 っていた。 メデ ィア に対す る

威 嚇 はす で にな され てい た が、 二〇 〇九年 の憲法破 棄 以 降 ほ どで はなか っ た[丹 羽

2010b]o

つ ま り、人 民憲章に提示 された原理 の もとにフ ィジーの近代化 を果たす とい うバイ

ニマ ラマ の理念 は、たびか さなるこれ までのクーデタに疲弊 していた層 に とって、魅

力 的なアジェ ンダであった とい えよ う。そ うした理念 に反す る人権問題 を臨時政権 が

起 こしてい た として も[AmnestyInternationa12009]、 政権 と行動 を ともにす る進歩

的な教会勢力やNPOな どの存在 があったため、傍 系的な出来事 として扱 われ る傾 向

が強 かった といえる。

ところが こ うした臨時政権の 「先進的」 な理念 の背後 では、 これまでの節で記述 ・

分析 してきた よ うな臨時政権の実際行 ってい る活動 とその帰結 に着 目す る と別 の側面

がみ えて くる。 そ こか ら伺 うこ とがで きるのは、む しろ臨時政権の孤立化 の進行 であ

り、また、敵対者 との対話の拒否 の姿勢 であろ う。 二〇〇七年 以降現在 に至 るフィジ

ー の政治 は
、臨時政権(事 実上 の軍部)に よる一方 的な フィジーの政治的秩序 の掌握

が進展 してい く過程 として要約 できる。

当初 こそフ ィジー人ナ シ ョナ リズムを代弁 していた これ までの クーデ タで は周辺化

され ていたイ ン ド人な どか ら支持 を取 り付 けていたが、彼 らの最 大の支持者で あった

フィジー 労働 党は二〇〇八年 八月 に政権 か ら離脱 してい る。結果 と して臨時政権 に残

され てい るのは、軍部 と国民連合党の メンバー であ り、また、要 と して の大統領 であ

る。 国民連合 党の党首 も、 ラ トゥ ・エペ リ ・ナイ ラテ ィカ ウ大統領 も、 どち らもフィ

ジー軍 の元 司令 官であった こ とを考 え合 わせ る と、臨時政権 は、事実上軍事色 を徐 々

に強 めてい るとい えよ う。実際それ以外 の公務員 の幹部 クラス にも軍人が次 々 と任命

され てい る。 そ もそ もクーデ タの理念で あった こともあ り、臨時政権は、多民族へ と

開かれ たフ ィジー社 会の建設 を唱 えてい るが、公務員 改革 と して フィジー人が偏重 さ
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れ て雇用 され てい るとい う公 務員体制 にお ける民族配 分の是 正の問題 には着手 してい

ない[Prasad2010:20-21]。

ことに、二〇〇九年 四月の控訴審判決以 降は、 これ までの クーデ タ後の行動パ ター

ン と異 な り、軍部 は臨時政権か ら手 を引き、判決 に従 い兵舎 に引 き返す こ とが なかっ

た。む しろ、二〇〇六年 の クーデ タ開始直後 か ら保持す ると強 く主張 していた一九 九

七年憲法 をあっ さ り破 棄す る手段 に訴 えて、臨時政権 の継続 を優 先 させた。 こ うした

強硬 な態度 は、メデ ィア統制の強化 にもみ て とれ 、警 察 と兵 隊が派遣 されてい る。 こ

れ まで もクーデ タでは、 ここまで の規模 と期 間にわたって警 察国家 ともい うべ き状況

に至 った ことはなかった。ま さに、あ る歴 史家が、「フィジー は… 『太平洋の ビルマ』

となる途上 である」[La12009]と 述べ た所以で ある。

国内にお け る臨時政権の孤立 してい く傾 向は、国際関係 か らもみて とるこ とができ

る。 臨時政権 は ことあ るご とにニ ュー ジー ラン ドや オース トラ リア とい う近 隣の大 国

を 目の敵 にす るが、臨時政権のや り方 に批判 的であ るとい う点で、英連邦 も太平洋諸

島フォー ラム も変わ りない。む しろ、 国際社会 か らのメ ンバ ー シップ停 止やそれ に伴

う援助 の保留 とい う事態 に直面 して も、諸外 国に屈 しない政権 のポーズ をア ピールす

る材料 に してい る側 面す ら伺 える。代案 として、従 来の外 交の行 き詰ま りか ら、臨時

政府 は、中国な ど近年 成長の著 しいア ジア諸 国の積極 的な支援 を求め る政策 に打 って

出てい るが、 中国や イ ン ドとは通常の ビジネ ス関係 を築いてい る とはい え、それ らが

どこまで実体 的な外 交関係 にまで発展 させ てい くことができ るかは依然未知数 に とど

まってい る[Prasad2010:19]。 その意 味で、外交 的に も臨時政権 はまだ多元化 の成功

にはほ ど遠 く、ある意 味で孤立化 の道 を歩 んでい るのである。

4-2フ ィジー人 の二 〇〇六年 クーデ タに対す る反応一 反発 か ら諦観 と しての受容

冒頭 で述べ た よ うに、 フィジー人の フィジー におけ る窮状 を代弁 し、伝統 を保守す

る とい う大義名 分で これまでの クーデ タは起 こ され てきた。 ところが二〇〇六年 のク

ーデ タでは
、そ うした方向 とは逆 に、特権的存在 としての フィジー人で はな くて 、多

民族社会 フ ィジーの現状 を認識 して、すべ ての人 が平等 に遇せ られ る社会の建設 を訴

えてい る。 そのため、先の節 で記述 ・分析 してきた よ うに、 フィジー人の政党、大首

長会議 、メ ソデ ィス ト教会 な ど、 フィジー人 の利 害 と根 強 く結 びついてい る諸機 関の

意見 は、今 回の クーデ タにおいて非常 に周辺化 され てい るとい える。 あえて 図式化 し

て述べ るとこれ までの クーデ タにおいて支持者 としてあった フィジー人 は、今 回では

クーデ タ批判者 となってい るのであ る(23)。フィジー人 が人 口上 の多数派 を 占める国家

にお いて、フ ィジー人の意 向 と寄 り添 わない臨時政権 の行動 に対 して フィジー人 は ど

のよ うに受 け止 めてい るのだ ろ うか。本稿 では、先行研究 では触 れ られ るこ とのあま

りなかった この点 につ いて も、 ここで若干 の考察 を加 えておきたい。

79



臨時政権へ の フィジー人の反発 は根強 くあ り、その ことは、三節 の記述か らも伺 う

こ とができ よ う。 ところが二〇〇九年 四月一 〇 日以 降、検 閲 された情報 の中か らとは

い え、現状 を当面受 け入れ た上 で、積極 的に活用 しよ うとい う姿勢 がみて とれ る。

た とえ ば、二 〇一 〇年 五 月二 六 日には 、ザ カ ウ ンロ ヴェ地方 議 会(Cakaudrove

ProvincialCounci1)は 、バイ ニマ ラマへ の支持 を表 明 した[Fijivillage.com]。 この例

で興 味深 いのは、 この地方の大首長の意 向に反 して、地方議会 が臨時政権 に賛意 を表

明 してい る点にあ る。 大首長 は、 クーデ タで追放 され た政権 の元閣僚で、二〇〇〇年

クーデ タ実行者 への恩赦 を選挙公約 に掲 げるな ど二〇〇〇年 クーデ タに肩入れ した こ

とで知 られ ていた。別 言す る と、 臨時政権 がもっ とも非難 して きた人物の一人で あっ

た し、逆 に、大首長 も二〇〇六年 クーデ タ(及 び その後 の臨時政権)へ の強力 な批判

者 の一人 として、バ イニマ ラマたち とっねに対 峙 していた(24)。二〇〇六年以 降か らは

じま り、まだ終わ りの見 えない臨時政権 の長期化 とその政策 に耐 えきれ な くなった地

方 においては、 この よ うにローカル な伝統社会 と密接 につ なが りをもつ首長 の意 向 と

対 立 してまで も支持 を表 明す る人 々 もあ らわれ始 めているのであ る(25)。

村落 レベル において も、似 た よ うな傾 向の動 きをい くつ か 目にす るこ とが できる。

こ とにバ イ ニ マ ラマ 自身 の 出身 地 方 で あ るタイ レヴ地 方 で は、 タイ レヴ地 方議 会

(TailevuProvincialCouncil)が バイ ニマ ラマへ の支持 を表 明 したのを皮切 りに[Fiji

Times511212010]、 い くつ かの村 落で も同 じ趣 旨の儀礼 が執 り行 われた[FijiVillage

81412010](26)Q

一部 のニュージー ラン ド出身 の開発研究 の専 門家 が開設す るプ ログで は
、以上 のよ

うなフ ィジー人 の動 き を、二〇〇六年一二月 クーデ タ以降三年 以上す ぎた現在、 臨時

政 権 に理解 を示す フ ィジー 人 の増大 を示 唆 してい る と解 釈 して い る[CrozWalsh's

Blog5/10/2010,5/27/2010]。 しか しこ うしたフ ィジー人 の行動 が どこまで彼 らの実体

的な 「支持」 を表 してい るのか注意が必要 であろ う。先 の諸村 落 もバイニマ ラマ の出

身地方 にあ る村 落であ るた め、何 らか の血縁 ・地縁 関係 が存在 してい るゆえに、オ ブ

ラー トに包 んだ発 言が されてい る可能性 が高 い。 フ ィジー人 の文化 的文脈で は、 た と

え招 か ざる客であって も、訪問儀礼 としての手順 にのっ と り、来客(こ の場合、 臨時

政権)に 好意 を示 す よ うな言葉 を挟む のが礼儀 とされ るか らで ある。何 よ りこ うした

報道 自体検 閲 され た情報で あるこ と、 またフィジーの人 々は臨時政権 による政権批判

者へ の容赦 ない処罰 をこれまで 目に した うえで、以 上の発言 がな されてい る とい う文

脈 によ り注意す る必要 があろ う。

筆者 の限 られ た経 験で も、 フィジー の地域 を問わず フ ィジー人の村 落生活者 でバイ

ニマ ラマ支持 をス トレー トに公言す る人 に出会 った ことがない。 それは彼の 出身村落

の近 隣で も同 じ事 であ る。 この点 は、一九八七年 クーデタ とその実行者 に対 して、 そ

こか しこで耳にす る ことができ る賞賛の声 と非常に対 照的であ る(27)。また、長年 のフ
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イジーのクーデ タについて論考 を発表 してい るフ ィジー人政 治学者 が、 フィジー の二

〇 〇六年以 降の政治 的動 向につ いて、二〇一〇年 九月に筆者 に語 った よ うに、「フ ィジ

ー人 の政治 で、イエスはイエスで ない。水 の流れ をみてつ いて行 ってい るだ け。それ

だけに変 わ りやす い ものだ」 とい う発言 は、フィジー人のおかれた微 妙 な状況 を言 い

当ててい る と思 われ る。

つ ま りフ ィジー人の こ うした行動 を、実質 的な支持 の反 映 と して とらえるのは時期

尚早 と思 われ るのだ。 む しろ臨時政権 の長期化 とその後 の展 望のない状況 に置 かれ た

フィジー人 が、現状に さお さ しつつ、 自己の利害 に引きつ けて舵 を取 ろ うとす る動 き

が生 まれ てい る可能性 がある と解釈すべ きであろ う。

5.終 わ りに

本稿 では、 これ までの クーデ タ と比べた ときにみいだ され る二〇〇六年 クーデ タの

特質 か ら議論 を始 めた。 クーデ タ実行者 の言説 を分析す る限 りは、従来の クーデ タが

い わば広義 の グローバル化 に対す る対抗運動 、反 グ ローバル運動 としての側面 があっ

た一方 で、二〇〇六年 の クーデ タは、む しろ広義 のグ ローバル化 の規範 を積極的 に受

け入れ てい く試み と理解す る ことができる ことが明 らかになった。

しか し、臨時政権 の成立か ら近年 まで の実 際の行動 に着 目してみ る と、そ うした狭

義 のグ ローバル化 に寄 り添 うモ ダニズ ム戦略 は、臨時政権 の 「理念 」 に しかみい だせ

ず 、理念 と実践 の問にはズ レが あるこ とがわかる。 高遮 な理念 を掲げて も国 内勢力 、

人 口規模 でい えば半数 以上 を占めるフィジー人(そ のほ とん どが二〇〇六年 のクーデ

タに批判 的)の 協力な しには、事態の 円滑 な進展 はあ り得 ない。 クーデ タの展 開を考

察 した ときに、実際に起 きてい るこ とは、彼 ら多数派 の フィジー人 と対話 を十全 に諮

るこ とな く、臨時政権 が軍時政権 として の性格 を よ り純化 して確 立す る過程 である こ

とが分 か る。4-2で 記 した よ うにフィジー人 の一部 の側 か ら臨時政権 に理解 を示す

動 きが出てい るよ うにみ えるか も しれ ない が、現 時点で言 い得 るこ とは、 クーデ タ後

三年 とい う経験 を経 て、政治的秩序がいつ 回復す るのか不分 明のまま におかれた一部

のフィジー人 が、 さ しあた り流れ に樟 さす傾 向が若干 生まれ た と理解 で きる程度 では

ないだろ うか。

国際社会 との関係 とい う意味で も同様で、独 自の理念 を掲 げて改革に湛進 して も、

フィジー だけででき ることには限度が ある。 ポス ト近代化 の グローバル化の時代文脈

を反 映 させ て、外 交の多元化 も試 みてい るが、将来 的には ともか く現時点で は効果 の

ほ どは限定的 といわ ざるを得 ない。

現在 のフ ィジーが体現 してい るのは、二重 のグ ローバル化 の波に さ らされ る島嘆 国

家 が、 自分 な りに国の舵 を取 るこ との 困難 であろ う。 そ もそ も広 義の グローバル化 が
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想定 してい る規範 的な国民国家 を運営 してい くには、資源 な どの乏 しさ、多民族社会

とい う条件 におかれ るオセアニア の小 国では、それ 自体、容 易でない。オセ アニ ア も

それ以外 の第 三世界の小国 と同様 に、狭義 のグ ローバル化 の結果 産み出 された近代社

会 の限界 を意識 しつつ、広義の近代 をある程度成 し遂 げ る必 要が ある とい う矛盾 した

状況 にお かれ てい るので ある。 こ うした根底 的な条件 と折 り合 い をつ けるこ とな しに

は、 どの よ うな政権 が今後生まれ る として もその道行 きには限界があ ろ う。 ポス ト近

代 のグ ローバル化 のなかで政治的混乱 を舵取 りしてい くことは、今後 どの よ うな政治

体制 になろ うとも直面 しなけれ ばな らない条件 なのであるか ら。

注

1本 稿 では 「クーデタ」 とい う言葉 をフィジーの研究書及びメディアでの慣例的な用法に

従って用いている。二〇〇〇年五月のクーデタは武装市民グループによる犯行であったこ

とか ら暴動(putsch)と 記述 され ることもままある。
2メ ソデ ィス ト教会はフィジー人の七〇パーセ ン ト以上が帰属 している最大の宗教勢力で

ある。 フィジーがキ リス ト教 を受 け入れた歴史的経緯 か ら首長層 との関係 もあつ く、現在

ではフィジー人の伝統的存在 として認知 されている。
3大 首長会議は、植 民地統治の初期 に、先住系フィジー人の意 向を くみ上げる装置 として

設立 された、フィジー各地の首長によって構成 され る会議 である。フィジー人の伝統を体

現す る組織 としてフィジーの多 くの人び とか ら敬意 を集 めている。一九九七年憲法 におい

ては、正副大統領 を決める権限のほか、フィジー人の土地や制度に関わる法令の拒否権な

どが与 えられていた。
4軍 隊 もフィジー においては、フィジー人の制度 として認知 されている。兵隊の九九パー

セ ン ト以上はフィジー人で構成 されている し、独立以後の司令官はすべてフィジー人であ

る。
5二 〇〇六年 クーデタの特質に関す る詳細な分析 については別稿を参照のこと[丹羽

2010b]0

6厳 密 には、フィジー には、一〇パーセ ン ト以上の議席を獲得 した政党に内閣の入閣の権

利が付与 される複数政党内閣の規定が存在 しているため、その規定に基づ き、フィジー労

働党からも複数名 が内閣の閣僚に選出されていた[Green2009]。 なお先ほどフィジー労働

党は多民族的な性質 をもつ政党 として記述 したが、二〇〇六年の時点では、党の指針 の変

化や党の内部分裂などもあ り、事実上、イ ン ド人の政党 とい う性質になっていた。
7二 〇〇五年に設立 された政党。党首のラ トゥ ・エペ リ ・ガニラウ(RatuEpeliGanilau)

は、軍の元司令官で、バイニマラマの前任者 であった。
8よ り詳細に述べ ると、まず、クーデタ後の現状 に関 して太平洋諸島フォーラムが査定 し

た文書が出された。欧州連合は この報告に依拠 して、二〇〇九年までに選挙開催 は可能で

あるとい う判断 を下 していた[丹羽2007]。 バイニマ ラマ 自身は、クーデタ直後 に二〇一〇

年の選挙開催 を示唆 していた[La12008:6]。 以下で触れ るように、選挙の開催時期 をめ ぐ

っては国際社会 とフィジーの臨時政権 とのあいだで意見が衝突 していた。

9二 〇〇七年四月付けの同憲章の草稿は、BuildingabetterFijiforAllthroughaPeople'

sCharterforChange&Progress.と してネ ッ ト上に掲載 されてい る[Fijilive.com]。 また、

同文は、サ ミーの原稿 の二番 目の参考資料 として添付 されている[Samy2009]。
10フ ィジーの政体は議院内閣制でこの大統領は国家元首を指 している。フィジーでの慣例

に従 って、本稿で も大統領 と記述 してい く。 また、三一三でも触れるよ うに、二〇〇六年
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クーデ タ時 の大 統領 は、 病弱 で老齢 であ る こ ともあっ て臨 時政権(ひ い ては軍 部)の 決 定

に振 り回 され る::;;的 存在 と多 かれ少 な かれ 目され て い る[丹 羽2007]。
11バ イ ニマ ラマ に よる人民 憲章 な しで は次 の選挙 は行 わ ない との発 言 もあ った た め[FBC

91812008]、 臨 時政権 が人 民憲 章 自体 を どの よ うな法 的位 置づ けにす る予定 な のか 明確 では

ない。
12マ タザの任命 は、カ トリック教 会 内部 に も賛否 両論 を巻 き起 こ し、批 判す る人 も現れ た。

後 日、 マ タザ はカ トリック教 会 の間 に分裂 を生 み 出 した こ とを謝 罪す る 旨の発 言 を してい

る[FijiTimes1012412007]。 ま た、NCBBFの ひ と りの議 長 にバ イ ニマ ラマ が、就任 した

ため、 結果 と して 、そ の活 動 の 中立性 を損 な うこ とに な った。

13よ り詳 細 な点 につい て は、人 民憲 章 の ウェブサ イ トを参 照 の こ と

[http:〃www.fijipeoplescharter.com.fj/]。
14フ ィジー メデ ィア議 会(FijiMediaCounci1)の デ リル ・タル ト(DarylTarte)や 追 放

され た政権 の野 党 をつ とめ てい た統一 人民 党(UnitedPeople'sParty)の 党 首 ミック ・ベ

ッ ドス(MickBeddoes)な どが この例 にあ げ られ る。

15ダ ッ トは フ ィジー労働 党 の創設 者 の一 人 で、中心的 な メ ンバ ーで もあった。二 〇〇 六年

に複 数 政党 内 閣 を形 成 した 際 に、内 閣へ の参加 に 関す る党 の方針 を巡 って党首 と対 立 した

こ とが原 因 とな り、 フィジー 労働 党 と挟 を分 かっ てい た。 注6も 参 照 の こ と。

16不 参加 となっ た政党 は 、SDLの ほ か、イ ン ド人政 党 で フィ ジー 労働 党 の ライ バル 政党

であ る国民連 合 党(NationalFederationParty)、 フ ィジー人 のナ シ ョナ リス ト政党 とし

て知 られ る ヴァヌ ア ・タ コ ・ラ ヴォ党(VanuaTakoLavoParty)、 統一 人民 党で あ る。
17も っ とも国際 的は 、これ まで の判決 に従 って きた フ ィジーの方 が特 異 で あ り、多 くの ク
ー デ タ を起 こ した 国で は

、判決 に見 向き も しない こ とが通 例 で あ る[Fraenke12009:192]。
18プ ログは数 多 く存在 してい るが 、代 表 的 な例 と して、RawFijiNews

(http:〃rawfijinews.wordpress.com1)、CoupFourAndAHalf

(http:〃www.coupfourandahalf.com/)な どが あ る。 また 、必ず しも反政 府 系で は ない プ

ロ グには、CrozWalsh'sBlog(http://crosbiew.blogspot.com1)な どが あ る。

19両 者 の対立 の真 の理 由は現段 階 では 明確 でな い。臨 時政権 を裏 で支 えてい る とされ る軍

会議(MilitaryCounci1)が 労働 党 の党首 に対 して批 判 的 であ った こ とが理 由 と して あげ

られ た りしてい る[Fraenke12010:417]。

20政 治 的秩 序 の 回復 とい う意 味で は 旧与 野党 と協調 体 制 を築 くこ とは非 常 に重要 な ステ

ップ であ る とい えよ う。 そ うした重要性 に もかか わ らず 、 メデ ィア検 閲等 の 問題 もあ り、

この書 簡 の内容 につ い ては き ちん と報 道 され てい ない。

21メ ソデ ィス ト教 会 内部 に も さま ざま な論調 の人 々 がい るが 、軍 は こ とに トマ シ ・カナ イ

ラギ(TomasiKanailagi)と マナ サ ・ラサ ロ(ManasaLasaro)と い う著 名 な フィ ジー 人

ナ シ ョナ リス トの教 会 か らの排 斥 を訴 えてい た[FijiLive6/5/2009;FijiTimes711512009]。

これ まで の クー デ タ と違 っ て、二 〇〇 六年 の クーデ タでは非 協力 的 な態度 を示 してい た メ

ソデ ィス ト教会 に対 す る反 発 も軍 部側 に あ った。

22こ の人 物 は臨 時政府 の意 向 を無 視 して、 フ ィジー 会議 を強行 に 開催 しよ うと したた め、

後 に軍 に よっ て拘 留 され て い る[FijiLive712212009;FijiSun712312009]。
23実 際 には 、フ ィジー人 のなか に も これ まで の クーデ タに対す る批判 者 はお り、民族 内対

立 も政 治的 動 向 を大 き く左 右 してい た[丹 羽2005]。 こ こで指 摘 して い るのは 、に もか かわ

らず 、 これ ま での クーデ タ と今 回の二 〇 〇六年 の クーデ タでは 、 フィ ジー 人 のお かれ た立

場 が概 ね逆 転 してい る とい う事態 で あ る[丹 羽2010b]。

24そ の後 、同地方 の 首長 自身 も、受容 の態 度 を示 し始 めて い る。地方議 会 か らの働 きか け

はす でに あっ たが[FijiTimes512912010]、 それ が少 な くと も表 向 きは実現 しつ つ あ る とい

え る。

25そ れ 以外 の地方 として は、 ナ ン ロガ ・ナ ヴォサ の大首長 と同地方 議会(Nadroga1
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NavosaProvincialCounci1)の 議 長 と[FijiVillage412312010]、 ナモ シ地方(Namosi

Province)の 大 首長 例 が あげ られ る[FijiSun412912010]。 後者 は、SDLの メンバー で 、フ

ィ ジー 人担 当省 の 閣僚 で もあっ た。二 〇 〇六年 直後 に は、軍 及び 臨 時政権 に対 して厳 しい

批判 を示 してい た が、 この 時点 では こ こまで態 度 を軟化 させ てい た。

26そ れ以外 の村落 の例 と して は、ロマイ ヴ ィテ ィ地方(LomaivitiProvince)の ガ ウ(Gau)

[FijiSun2010141241]、 ラ ウ地方(LauPorvince)モ ゼ(Moce)や オ ノ ・イ ・ラ ウ(Ono-i-Lau)

の島 々の例 が指摘 されて い る[FBC201015126;FBC201015128]。

27一 九八 七年 クー デ タの実 行者 シテ ィ ヴェニ ・ラ ンブカ(SitiveniRabuka)は 、 クーデ

タ後 、 首相 、大 首長 会議 の議長 な ど輝 か しい要職 を歴 任 した。 しか し、 その後 、 首相 と し

ての政 権運 営 のまず さが露呈 した こ とや 、 クー デ タに対 す る 自己批判 をす るな ど政 治 的見

解 に 関 して も転 向す るに及 んで、 次第 に その社 会的 政治 的影 響力 をな く して い った。
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